
ふ
る
さ
と
納
税
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
は

遠
藤
町
長
／
礼
状
と
冊
子
を
送
付

①
平
成
23
年
度
に

34
件
で
４
１

０
万
円
、
平
成
24
年
度
に
15

件
で
91
万
円
、
平
成
25
年
度

に
16
件
で
66
万
円
で
す
。

②
礼
状
と
広
野
町
の
復
興
を

伝
え
る
冊
子
な
ど
を
送
付
す

る
こ
と
で
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
東
日
本
大
震

災
後
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
実
績
は
ど
う
で

す
か
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼

に
新
米
な
ど
の
特
産
品
を

贈
っ
て
、
税
収
の
確
保
と

町
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
、
風
評
対
策
と
す
る
ほ

か
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。 北

郷

町
長

北郷　幹夫 議員

消
防
団
員
協
力
の
会
社
に
優
遇
制
度
を

遠
藤
町
長
／
何
ら
か
の
優
遇
が
可
能
か
検
討

全
国
に
は
消
防

団
活
動
に
協
力
し

て
い
る
事
業
所
等
を
事
業
税

減
税
な
ど
で
支
援
し
て
い
る

県
も
あ
り
ま
す
の
で
、
福
島

県
で
も
優
遇
措
置
を
す
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
町
税
で
も
何
ら
か

の
優
遇
が
可
能
か
、
ま
た
税
制

だ
け
で
は
な
く
他
の
方
策
も
検

討
し
ま
す
。

消
防
団
員
協
力

の
会
社
に
優
遇

制
度
を
取
り
入
れ
て
、
働

き
な
が
ら
消
防
団
活
動
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
消
防
団
員
の
確
保

に
向
け
た
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。　

北
郷

町
長

町消防団（福島県消防協会双葉支部春季連合検閲式）

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
Ｐ
Ｒ
せ
よ

遠
藤
町
長
／
周
知
、
利
用
促
進
を
図
る

平
成
15
年
８
月
の

制
度
開
始
か
ら
本

年
９
月
２
日
ま
で
の
間
で
交

付
し
た
枚
数
は
94
枚
で
、
こ

の
う
ち
写
真
付
き
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
65
枚
で
す
。

　

ま
た
、
町
広
報
紙
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
戸
籍
係

窓
口
で
の
啓
発
な
ど
、
周
知
、

利
用
促
進
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
的
な
証
明
書

と
し
て
、
利
用

で
き
る
「
写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
、

現
在
ま
で
の
交
付
枚
数
は

何
枚
で
す
か
。

　

ま
た
、
広
報
紙
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

く
Ｐ
Ｒ
し
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

北
郷

町
長

必要事項を記入し、窓口へ申込が必要

見本

19

一

般

質

問

1818

追
跡
レ
ポ
ー
ト

８
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、

議員が議題に関係なく、町長の考え

方や町政の執行状況について事実の

説明を求めたり、所信を問いただす

ものです。

一般質問席（広野町議会議場）

町内に建設中の住宅（大吹地区分譲地）

●平成26年３月定例会● 一般質問

遠 藤 　浩 議員

子どもたちの再会事業を開催せよ

夏休みを利用して開催

集まれ！ひろのっこin広野小

　子どもたちの絆を繋ぎとめる事業を実施して

「空白となった子どもたちの記憶」を取り戻すこ

とが重要ではないですか。

　８月９日、広野町にゆかりのある小学校１年

生から中学校３年生までの子どもたちが小学校

に集まりました。

　久しぶりの友人や先生との再会に笑顔が見え

ました。

　また、思い出をつづった絆アルバムも作成予

定です。

大勢の子どもたちと保護者が集まりました

　夏休みなどを利用して同級生が一同に参加で

きるような事業を実施していきたいと思いま

す。


